
第199号 （４）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
提
出

議
案
に
対
し
て
、質
疑
し
ま
し
た
。

議
案
に
対
す
る
質
疑

議
案
に
対
す
る
質
疑

令和４年８月15日

（お知らせ）次の議会だよりは、11月15日（火）発行予定です。
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○
議
案
第
３
号

問　

公
共
交
通
機
関
の
整
備
促
進

に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
今
回

補
正
予
算
に
計
上
す
る
こ
と
と
な

っ
た
経
緯
と
、
参
加
す
る
北
総
鉄

道
株
式
会
社
、
沿
線
市
及
び
千
葉

県
の
メ
リ
ッ
ト
を
伺
い
ま
す
。

答　

補
正
予
算
に
計
上
す
る
こ
と

と
な
っ
た
経
緯
で
す
が
、
北
総
線

及
び
沿
線
地
域
の
活
性
化
を
は
じ

め
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
に
ぎ

わ
い
の
創
出
な
ど
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
北
総
鉄
道
株
式
会
社
と

沿
線
地
域
の
市
川
市
、
松
戸
市
、

船
橋
市
、
白
井
市
、
印
西
市
、
鎌

ケ
谷
市
の
６
市
と
千
葉
県
が
連
携

し
て
実
施
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

た
北
総
線
沿
線
地
域
活
性
化
協
議

会
に
お
い
て
、
本
年
10
月
か
ら
の

北
総
鉄
道
の
運
賃
値
下
げ
を
契
機

に
、
沿
線
市
等
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し

て
、
車
体
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
や
車

内
広
告
を
行
う
沿
線
活
性
化
ト
レ

イ
ン
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
、
事
業
費
の
一
部
を
負
担
す
る

た
め
計
上
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
参
加
す
る
北
総
鉄
道
株

式
会
社
、
沿
線
市
及
び
千
葉
県
の

メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、
県
や
沿
線
市

係
機
器
の
設
定
変
更
等
を
行
う
も

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
側
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
に
必
要
な
一
部
の
通
信
の
み

を
許
可
し
、
安
全
に
市
の
基
幹
業

務
系
シ
ス
テ
ム
へ
申
請
デ
ー
タ
を

送
り
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

次
に
、
補
正
予
算
に
計
上
し
た

理
由
で
す
が
、
子
育
て
、
介
護
関

係
の
26
の
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
伴
う
申
請
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
補

助
金
活
用
の
条
件
と
し
て
、
26
の

手
続
の
全
て
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す

る
必
要
が
あ
り
、
調
整
に
時
間
を

要
し
た
こ
と
か
ら
令
和
４
年
度
当

初
予
算
へ
の
計
上
を
見
送
り
ま
し

た
。

　

一
方
で
、
転
出
転
入
手
続
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
化
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
、

令
和
３
年
度
３
月
補
正
予
算
に
お

い
て
承
認
さ
れ
、
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
補
助
金

を
活
用
し
、
シ
ス
テ
ム
改
修
の
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

当
該
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
お
い
て

に
と
っ
て
は
本
事
業
に
よ
り
広
告

が
掲
載
さ
れ
た
車
両
が
東
京
都
内

や
日
本
の
空
の
玄
関
口
で
あ
る
羽

田
空
港
を
運
行
す
る
こ
と
や
広
告

掲
載
期
間
が
半
年
間
と
長
期
に
わ

た
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
方

に
千
葉
県
や
沿
線
市
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
と
な
り
、
沿
線
市
を
訪

れ
る
こ
と
で
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や

住
む
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
り
、

沿
線
地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
北
総
鉄
道
株
式
会
社
の

メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、
沿
線
地
域
全

体
の
活
性
化
と
相
ま
っ
て
鉄
道
利

用
者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
議
案
第
３
号

問　

オ
ン
ラ
イ
ン
業
務
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
、
基
幹
系
サ
ー
バ

ー
設
定
委
託
の
概
要
と
６
月
補
正

と
な
っ
た
理
由
と
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

答　

基
幹
系
サ
ー
バ
ー
設
定
委
託

の
概
要
で
す
が
、
国
が
全
自
治
体

に
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
対
応
を

○
議
案
第
３
号

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
と
未
接
種
の
主
な
理
由
を
伺
い

ま
す
。

答　

令
和
４
年
６
月
19
日
現
在
の

３
回
目
の
接
種
率
は
、
全
人
口
の

63
・
９
％
で
、
国
や
県
の
接
種
率

よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

未
接
種
の
主
な
理
由
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
県
が
令
和
４
年
１
月
に

行
っ
た
県
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
、

一
回
も
接
種
を
し
て
い
な
い
方
は

「
未
知
の
ワ
ク
チ
ン
だ
か
ら
」
が

最
も
多
く
、
次
い
で
「
副
反
応
が

怖
い
」、「
接
種
に
必
要
性
を
感
じ

な
い
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

２
回
目
が
未
接
種
の
方
は
、「
副

反
応
が
怖
い
」
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
安
全
性
に
疑
問
が
あ
る
」、

「
時
間
が
合
わ
な
か
っ
た
か
ら
」

と
の
回
答
で
し
た
。
接
種
率
は
高

齢
の
方
ほ
ど
高
く
、
年
齢
が
若
く

な
る
に
つ
れ
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
本
市
の
６
月
19
日
時
点

の
接
種
率
は
、
65
歳
以
上
が
90
・

５
％
、
20
代
が
47
・
５
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
若

い
世
代
の
た
め
、
今
後
も
十
分
な

予
約
枠
を
確
保
し
、
利
便
性
の
高

い
予
約
な
し
で
接
種
す
る
こ
と
が

で
き
る
接
種
体
制
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
情
報
の
提
供
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
４
回
目
を
含
め
た
接
種

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
予
約
サ

求
め
て
い
る
子
育
て
、
介
護
関
係

の
26
の
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
及

び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
所
有
者

の
転
出
転
入
手
続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
を
行
う
た
め
、
補
助
率
２
分

の
１
の
国
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤

改
革
支
援
補
助
金
を
活
用
し
、
基

幹
系
サ
ー
バ
ー
に
申
請
管
理
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
関

ポ
ー
ト
な
ど
の
制
度
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、

○
議
案
第
３
号

問　

農
業
振
興
対
策
事
業
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
、
補
助
金
の
対

象
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

技
術
を
想
定
し
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

答　

補
助
金
の
対
象
と
な
る
の
は
、

持
続
農
業
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る

３
つ
の
技
術
で
す
。
１
つ
目
が
、

堆
肥
そ
の
他
の
有
機
質
資
材
の
施

用
に
関
す
る
技
術
で
あ
っ
て
、
土

壌
の
性
質
を
改
善
す
る
効
果
が
高

い
技
術
。
２
つ
目
が
、
肥
料
の
施

用
に
関
す
る
技
術
で
あ
っ
て
、
化

学
的
に
合
成
さ
れ
た
肥
料
の
施
用

を
減
少
さ
せ
る
効
果
が
高
い
技
術
。

３
つ
目
が
、
有
害
動
植
物
の
防
除

○
議
案
第
２
号

問　

本
改
正
に
よ
る
建
築
行
為
を

伴
わ
な
い
場
合
の
認
定
基
準
と
、

認
定
を
受
け
た
後
の
維
持
保
全
期

間
及
び
点
検
の
方
法
を
伺
い
ま
す
。

答　

建
築
行
為
を
伴
わ
な
い
場
合

の
認
定
基
準
は
、
２
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
１
つ
目
は
、
新
築
後
、

増
改
築
せ
ず
に
認
定
を
受
け
る
場

合
で
、
新
築
の
認
定
基
準
と
な
り

ま
す
。
２
つ
目
は
、
長
期
優
良
住

宅
制
度
の
創
設
前
に
新
築
さ
れ
た

住
宅
、
ま
た
は
増
改
築
後
に
認
定

を
受
け
る
場
合
で
、
増
改
築
の
認

丁
寧
な
周
知
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

に
関
す
る
技
術
で
あ
っ
て
、
化
学

的
に
合
成
さ
れ
た
農
薬
の
使
用
を

減
少
さ
せ
る
効
果
が
高
い
技
術
で

す
。

　

な
お
、
今
回
購
入
を
予
定
し
て

い
る
温
水
を
利
用
し
た
土
壌
消
毒

機
は
、
３
つ
目
の
技
術
に
該
当
し

ま
す
。

定
基
準
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
認
定
を
受
け
た
後
の
維

持
保
全
期
間
は
認
定
時
か
ら
30
年

以
上
で
あ
り
、
点
検
の
方
法
は
、

認
定
を
受
け
た
長
期
優
良
住
宅
建

築
等
計
画
に
基
づ
き
点
検
や
修
繕

な
ど
の
維
持
保
全
を
行
い
、
そ
の

際
に
実
施
内
容
に
関
す
る
記
録
を

作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
市
が
定
期
的
に
実

施
す
る
維
持
保
全
状
況
調
査
の
求

め
に
応
じ
て
、
維
持
保
全
の
状
況

に
つ
い
て
の
報
告
書
を
市
へ
提
出

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必

要
な
こ
と
、
ま
た
子
育
て
、
介
護

関
係
の
26
の
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
の
調
整
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、

令
和
４
年
度
中
の
稼
働
開
始
に
向

け
、
補
正
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
令
和
５
年
２
月
か
ら
転
出

転
入
手
続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
、

４
月
か
ら
の
子
育
て
、
介
護
関
係

の
26
の
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

間
に
合
う
よ
う
、
令
和
４
年
12
月

末
ま
で
に
申
請
管
理
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
行
い
、
そ
の
後
、
令
和
５

年
１
月
に
運
用
テ
ス
ト
を
実
施
し
、

市
民
の
利
便
性
向
上
、
業
務
の
効

率
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
本
会
議
の
模
様
を
生
中

継
及
び
録
画
中
継
に
よ
り
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

鎌
ケ
谷
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
及
び
二
次
元
コ
ー
ド

は
１
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令和４年５月会議の審議結果一覧
議案番号等 件　　　　　　　　　名 審議結果

議 案 第 １ 号 鎌ケ谷市国民健康保険条例及び鎌ケ谷市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

令和４年６月会議の審議結果一覧
議案番号等 件　　　　　　　　　名 審議結果

議 案 第 １ 号 令和４年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
議 案 第 ２ 号 鎌ケ谷市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致
議 案 第 ３ 号 令和４年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第２号） 原案可決 賛成多数
議 案 第 ４ 号 令和４年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第３号） 原案可決 全会一致
議 案 第 ５ 号 令和４年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
議 案 第 ６ 号 令和４年度鎌ケ谷市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
同意案第１号 固定資産評価員の選任について 同　　意 全会一致
発議案第１号 鎌ケ谷市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 原案可決 全会一致
※審議の詳細な内容については、８月下旬に市議会ホームページに掲載される会議録をご覧ください。

北総鉄道北総鉄道


